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§１．研究実施体制 

 

（１）「総合解析」グループ 

① 研究代表者：木暮 一啓（東京大学大気海洋研究所、教授） 

② 研究項目 

・海洋微生物群集の多様性解析のための標準プロトコル策定 

・機能遺伝子発現解析のための条件検討 

 

（2）「遺伝子解析基盤技術」グループ 

① 主たる共同研究者：岩崎 渉（東京大学大学院理学系研究科、准教授） 

② 研究項目 

・海洋生態系解析のためのバイオインフォマティクス技術開発 

・海洋生態系解析システム開発 

 

（3）「遺伝子アーカイバ」グループ 

① 主たる共同研究者：福場 辰洋（海洋研究開発機構海洋工学センター、技術研究主任） 

② 研究項目 

・海洋遺伝子アーカイバ（MGA）システム実機開発 

・先端技術を応用したシステム開発 
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§２．研究実施の概要 

 

「総合解析」グループの本年度の研究のねらいは、東北沖海域で得られた試料から、微

生物群集の 16S rRNA遺伝子および発現遺伝子の解析を通じて、環境特異的な 100の遺伝子

（100GSA: 100 genes set analysis）を選択し、その検出に必要な技術開発を行うことであっ

た。東北海域には親潮、黒潮、津軽暖流水が季節に応じて複雑に流入するが、16S rRNA遺

伝子解析により、この海域の微生物群集構造がこれらの三つの海流の流入を反映した海洋

構造に対応していることを初めて明らかにした。また、同海域におけるメタトランスクリ

プトーム解析、および五條堀チームのデジタル DNAチップ解析システムを用い、個々の環

境に対する応答する遺伝子を明らかにした。一方、その検出系として Capture Beads法につ

いて検討し、プロテオロドプシンを含む光関連遺伝子を標的にして技術開発を行った。 

 「遺伝子解析基盤技術」グループの本年度の研究のねらいは、大規模遺伝子情報を解析

するためのバイオインフォマティクス解析基盤をさらに発展させるとともに、実際に得ら

れた大規模遺伝子配列情報の解析を行うことであった。前者に関連しては、昨年度開発し

た網羅的メタゲノムデータベース（MetaMetaDB）を用い、総合解析グル―プが取得した

東北沿岸域および茨城県大洗周辺海域の群集構造解析データの解析を行い、その有効性を

確認した。後者については、超並列シーケンサを用い、分子系統樹から時間軸に関する情

報を取り出すために必要な「ルーティング」の新たな手法について検討を行い、その有効

性と意義を明らかにした。 

 「遺伝子アーカイバ」グル―プは、海水中に一定期間設置し、海水試料を現場でろ過、

保存し、回収するアーカイバの開発を目指している。6サンプルまでの自動採取、ろ過、保

存を経てかつDNA, RNAの採取が可能なシステムの検討を行い、mRNAの解析が可能な十

分量かつ質のよい試料が得られることを確認した。このシステムでは温度塩分などのパラ

メータに加え、現場型ATP（アデノシン三リン酸）定量分析装置を組み込んでそのデータ

を検討したが、信頼できるデータが得られることが確認され、微生物の総量と群集構造、

発現遺伝子解析が可能であることが分かった。 
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